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南相馬市における非耕作農地の実態把握
＊栂肉雄太t・宮原書彦1・弁戸川知失1・原因一平h浅沼市男， .原慶太郎1・近藤昭彦2;

*Yuta Horiuchi＇ミYoshihikoMiyabara1, Tomoo ldogawa1 ,lppei Harada＇‘lchio Asanuma1. KeitarOl』 Hara1, Akihiko Kondo2 
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2011年3月II日に起きた東日本大震災での地震やj章波により東京電力株式会社の福島第

一原子力発電所、および第二原子力発電所において冷却装置注水不能等の事故により政府
は、原子力緊急事態発言を発した。これに伴い避難指示や警戒区熔等の発令がされ南相馬
市もこの区媛に指定され、約3万人の住民が避難した．また、基準値を超える放射線性セシウ

ムの検出により作付制限される地蟻も多く、休耕地、耕作放棄地が鉱大することが予想される。

しかし、敏射線被害の少ない沿岸部では，t庄の温寄で使用できなくなった農地を利用し、太陽
光発電を利用したドーム型の、ノーラー・アグリバーヲが2013年3月に鍛立された。ハウス肉で

はレ告スやホワイトセロリなどの菜園を行っている。

本研究は、 警成区場外の南相馬市における休耕地の実態を把握して、被災者の営農再開
を支慢することを目的とする。

解析対象地｛赤枠） 警戒区域と遊舵指示区単の概念回 避鈍指示区峨の概念図
(2012年7月31日時点） (2013年8月8日時点）

経済産業省原子力被災者支媛HP参照

研究対象地、福島県南相馬市（赤枠）は震災当初は福島第一原発から30km圏内は警成区

績として2量定されていたが、現在は移住制限区媛（オレンジ｝、 帰宅困灘区域（赤）、避雛循
示解除準備区続（緑）は一部残るが、 警戒区減は解除されている。

－福島県南相馬市での現地問査（土1量保取・空間線量測定）
翻査期間 2012年9月1日～3目、2013年9月4日～6日

・探取した農地土岐をLB・200（ベルトーIレド社）の放射線測定器を使用し測定
2012年・28地点、2013年：47地点

・震災前の土地被覆図Land剖7デ－1'1まUSGS(ht叩／／WW¥以 凶gs.gov／）よりダウンロード
• ArcGIS IO. Iを用いて2012年と2013年の土犠放射線測定結果を衛星画像（ALOSIAVN!R-2)

に追加し地図化
－太気中の空間放射線量と農地土療の放射性物質の関係および福島第一原発からの~Ii雌と農
地土境の放射性物質の関係を偲握

｜ 南相馬市における現地調査
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2012年9月IIヨ婦影 2012年9月3日揮影

2013＿！包旦互旦盤量三 2013年9月4日撮影 2013年9月4自慢影
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｜ 南相馬市における農地土織の放射線測定 ｜ 
・土地被覆図は2000年7月3目、2002年3月3目、2003年5月9日の3

時期を教師なし分類を用いて30項目に分類し、海、水媛、常
緑針葉樹、落葉広葉樹、混支樹林、水田、畑、市街地、雲の9

項目に再分類した画像を作成。

・2012年に翻査した地点を震災前の土地被種図と震災後の
AVNIR-2画像上に示した（黒点）．
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(2000年7月3日）

Land剖7 Land拍 η Land剖？を用いた震災前
(2002年3月38) (2003年5月9日） の土地被覆図

ALOS/AVNIR-2を用いた震災後の 2012年の南相馬市の農地土 2013年の南相馬市の農地土
Tntc Color lmage(201 I年3月12日） 喧の放射性物質濃度測定結果 績の放射性物質漉度測定結累

・稲の作付制限に関する指標は、水回の土Ill申放射性セシウム濠度の上限値が5000Bq/kgと
なっており、2012年の悶査では上限値を超える値が5地点で測定されたが、2013年の調査
ではその中のl地点が5脚 Bq/kgを趨える値が測定された。

・沿岸部では2012,2013年共に高濃度の鰍射性物質は検出されなかったが、丘陵地の方では
高，重度の放射性物質が2013年の飼査で検出されているのが明らかになった。
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福島第ー原発からの距灘と農地土犠の

放射性物質濃度の関係

・今回の翻査地点での空間線量は計画避雌区媛等の基準価の目安である3.SμSvlhは超えてい
ないことが確E草されているため、このグラフでは農地土縫の放射性物質が高いことによっ
て空間線震が高くなっていることが読み取れる．

・2012年の翻査結果では30km圏外の農地土緩からも高，E度の放射性物質が検出されていたが、
2013年の調釜では30km圏外の農地土鳴からは高漫度の放射性物質は検出されておらず、

20km圏内の丘陵地で農地土寝から高濃度の放射性物質が検出されていることを把僅した．

:;: " 
i .,., 
a.. 

醐

剛

剛

、三
s
vu－側
g
s
a－
e

・
M明

aw

・．・‘・・・ ． ，、自
．・ ～ 

$醐 ,0醐 ＂醐 鈎醐・・il・の偉射・lU ！・，，.，，

農地土Illの放射線漫度と空間線量の関係

• 2013隼
, 2012年

・I年間で農地土嘆の放射性物質潰震が変化したのは、個人で農地の草を刈るなどにより農

地土爆の放射性物質；璽度が減少することが理由のIっと考えられる。
・20km圏内は避雛指示解除準備区峨などにより、住んでいる人がいないことから一部の農地
土織から高浪度の放射性物質が検出さたと考えられる。

－農地土壊の放射性物質濃度が高い地点で、空間線量も高濃度の値を示すことが明らかに

なった．
－農地土織の放射性物質濃度はl年間で減少している場所が多〈、今後の市や固の活動に

よってさらに減少すると考えられる。
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